アリタセラ
[bookmark: _Hlk54713374]アリタセラは、有田焼に特化した屋外型の大型ショッピングモールである。1975年に卸団地として開設され、2018年にリニューアルして名前を改めた。モールの新しい名前は、運営する有田焼卸団地協同組合が付けたものである。「セラ」とは、”seller”（売り手/セラー）と”ceramics”（陶磁器/セラミック）いう単語の日本語読みを掛け合わせたものである。

日用食器から高級美術品まで有田焼を専門に扱う22の店舗に加え、ギャラリーやレストラン、ブティックホテルもある。広大な駐車場も設けており、有田観光の途中でのんびりリラックスしながら過ごせる場所となっている。中央に延びるプロムナードの両側に立ち並ぶ店舗は屋根付きの歩道で結ばれており、夏の暑さや初秋にやって来る台風の影響を防げるようになっている。

通常、アリタセラにあるどの店舗も午前9時から午後5時まで開いているが、営業時間は店舗ごとに決められている。11月後半から2月末にかけては、中央のプロムナードが冬のイルミネーションに彩られ、それを見に訪れる人たちのために多くの店舗が営業時間を延長する。有田町で最大級のイベント、そして国内最大級の陶器市である有田陶器市の一部は、毎年4月29日から5月5日までのゴールデンウィーク中、毎日この場所で開催されている。期間中に祝日が4日あるこのゴールデンウィークは、1年で最も混み合う行楽・旅行シーズンのひとつでもある。

